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消費税インボイス制度への対応について
森林所有者、林業・木材産業等関係者の皆様における



8
水戸市民会館（茨城県） 写真提供：竹中工務店表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202308.html

webアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が決定し、表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

特定非営利活動法人わたらせ未来基金 （栃木県小山市）
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消費税インボイス制度への
対応について

同団体は、平成１３年の設立以来、ラムサール条約湿地に登録された渡良瀬遊水地において、
●　外来種の除去やヨシ刈り等の湿地保全作業に継続的に取り組んできたこと
●　地域の学校等と連携して生物調査会等を行ってきたこと
● 上流の足尾山地において、土作りや苗木の育成、植樹、シカ食害防止対策等に取り組んできたこと
などが評価され、受賞されました。

▲ ヨシ刈り作業 ▲ 足尾山地における植樹活動▲ 遊水地の生物調査

２０２３
Ｎｏ．１９７

　特定非営利活動法人 わたらせ未来基金ホームページ　　▶  https://www.watarase-mirai.org/

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

森林を活かす都市の木造化
も　り ま　ち

お詫びと訂正

７月号の記事において、
記載内容に 誤りがありました。

訂正箇所 ２頁 小学校の名称
(誤 )「戸南小学校　御所野愛護少年団」
 ( 正 )「一戸南小学校　御所野愛護少年団」
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　消費税の軽減税率の実施に伴い、インボイス制度（適格請求書等保存方式）が本年１０月１日から業種横断的に
開始されます。森林所有者、林業・木材産業等関係者の方々に制度をよくご理解いただき、それぞれの取引実態を
踏まえて適切な準備を行っていただく一助となるよう、今回ポイントをご紹介します。

消費税インボイス制度への
対応について

森林所有者、林業・木材産業等関係者の皆様における

特集
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イ
ン
ボ
イ
ス
と
は

　

消
費
税
は
、
商
品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
な
ど
の
取
引
に
対
し
て
広
く
公
平
に
課

さ
れ
る
税
で
あ
り
、
消
費
者
が
負
担
し
ま
す

が
、
納
税
は
事
業
者
が
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
す
る
消
費
税
額
は
、
売
上
げ

に
係
る
消
費
税
額
か
ら
、
仕
入
れ
に
係
る
消

費
税
額
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
（
仕
入

れ
に
係
る
消
費
税
額
を
差
し
引
く
こ
と
を

「
仕
入
税
額
控
除
」
と
い
い
ま
す
。）。
こ
の

仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
現
行

制
度
で
は
「
帳
簿
」
と
「
区
分
記
載
請
求
書

の
保
存
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
複
数
税
率
に
対
応

し
た
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
の
こ
と
で
あ

り
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
、
事
業
者
が
仕
入

税
額
控
除
を
行
う
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、

仕
入
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）

を
発
行
し
て
も
ら
い
、
保
存
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
税
務
署
長
の
登
録

を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
（
課
税

事
業
者
）
の
み
が
発
行
で
き
ま
す
。
免
税
事

業
者
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録

を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
登
録
を
受
け
る
と
、

課
税
事
業
者
と
し
て
消
費
税
の
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

消
費
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）」
は
、
丸

太
等
の
商
品
を
購
入
し
た
買
手
に
対
し
、
正

確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
額
等
を
伝
え
る
た

め
に
、
登
録
番
号※

、
適
用
税
率
、
消
費
税

額
等
を
記
載
し
た
請
求
書
や
納
品
書
な
ど
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
と
い
う
名
称
の
書
類
を

新
た
に
作
成
す
る
必
要
は
な
く
、
現
在
の
請

求
書
や
領
収
書
等
に
不
足
す
る
項
目
を
追
加

す
る
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
（
図
３
）。

※

登
録
番
号
は
、
登
録
後
に
税
務
署
か
ら
通
知

　

さ
れ
ま
す
。

図１　消費税の仕組み（イメージ）

図３　インボイスのイメージ

図２　納付する消費税額の計算方法

赤字が従来の
区分記載請求書
との変更点

各事業者の納付税額
合計に対応

図２　納付する消費税額の計算方法
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
経
過
措
置

　

制
度
開
始
日
（
10
月
１
日
）
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
発
行
事
業
者
と
な
る
た
め
に
は
、
９
月

30
日
ま
で
に
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
登
録
通
知
が
届
く

ま
で
一
定
期
間
を
要
す
る
た
め
（
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ

提
出
：
約
１
ヶ
月
半
、
書
面
提
出
：
約
３
ヶ

月
）、
登
録
を
受
け
る
こ
と
を
お
決
め
の
方

は
、
早
め
の
申
請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
制
度
開
始
後
に
登
録
申
請
を
行
う

こ
と
も
可
能
で
す
。
免
税
事
業
者
が
制
度
開

始
後
に
登
録
を
受
け
る
場
合
、
令
和
11
年
９

月
30
日
の
属
す
る
課
税
期
間
ま
で
の
間
は
、

登
録
希
望
日
（
提
出
日
か
ら
15
日
以
降
の
事

業
者
が
希
望
す
る
日
）
か
ら
登
録
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
１
）
登
録
申
請
手
続

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
、
免
税
事
業
者
な

ど
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
以
外
の
者
か
ら

の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

仕
入
税
額
控
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
制
度
の
開
始
後
６
年

間
（
令
和
11
年
９
月
30
日
ま
で
）
は
、
免
税

事
業
者
等
か
ら
の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て

も
、
一
定
の
割
合
で
仕
入
税
額
控
除
が
で

き
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
制
度
の
開
始
後
３
年
間
は
、
免
税

事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と

な
る
場
合
に
は
、
納
付
税
額
を
売
上
げ
の
消

費
税
額
の
２
割
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
負
担

軽
減
措
置
（
２
割
特
例
）
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
免
税
事
業
者
と
の
取
引
に
係
る

　
　
　

経
過
措
置
等

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ
れ
る
に
当
た

り
、
森
林
所
有
者
、
林
業
・
木
材
産
業
等
関

係
者
の
皆
様
に
は
、
次
の
よ
う
な
対
応
や
検

討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

仕入先 事業者の皆様 売り先

販売 販売

図４　インボイス制度のスケジュールと経過措置等

〈
仕
入
先
と
の
関
係
〉

❶

仕
入
先
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
で

　

あ
る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❷

仕
入
税
額
控
除
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
、
仕
入
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
し
て
も
ら
い
、
保
存
し
て
お
く
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

❸

仕
入
先
が
免
税
事
業
者
の
場
合
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
て
も
ら
え
な
い

た
め
、
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
に
よ
る
影
響
（※

１
・
２
）
を
踏
ま

　

え
て
、
仕
入
先
や
売
り
先
と
価
格
面
を

　

含
め
適
正
な
取
引
条
件
等
を
話
し
合
っ

て
決
め
て
お
い
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、

一
方
的
な
取
引
価
格
の
引
下
げ
や
取
引

の
打
切
り
は
、
独
占
禁
止
法
上
の
問
題

（
優
越
的
地
位
の
濫
用
）
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、消
費
税
の
性
質
上
、

免
税
事
業
者
で
あ
っ
て
も
自
ら
の
仕
入
れ

　

や
諸
経
費
に
係
る
消
費
税
を
負
担
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
分
は
免
税
事
業
者
の
取
引

価
格
に
織
り
込
ま
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

１　

仕
入
先
が
免
税
事
業
者
等
の
イ
ン
ボ
イ

　
　
　

ス
発
行
事
業
者
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て

　
　
　

も
、
制
度
開
始
後
６
年
間
は
、
一
定
割
合

　
　
　

の
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
る
経
過
措
置
が

　
　
　

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

※

２　

課
税
売
上
高
が
１
億
円
以
下
で
あ
る

課
税
事
業
者
の
場
合

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
１
，０
０
０
万
円
を

超
え
る
事
業
者
等
。
消
費
税
の
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。
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〈
売
り
先
と
の
関
係
〉

❶

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

❷

売
り
先
が
消
費
者
、
免
税
事
業
者
、
簡

　

易
課
税
事
業
者
で
あ
る
場
合
、
森
林
組
合
、

　

農
協
、
事
業
協
同
組
合
等
へ
の
委
託
販
売

を
行
う
場
合
（
組
合
員
が
無
条
件
委
託
方

　

式
か
つ
共
同
計
算
方
式
に
よ
り
販
売
委
託

〈
売
り
先
と
の
関
係
〉

課
税
事
業
者
の
場
合
の
①
〜
③
と
同
じ

〈
仕
入
先
と
の
関
係
〉

特
段
の
対
応
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

　

売
上
税
額
と
「
み
な
し
仕
入
率
」
に
よ
っ
て

　

消
費
税
の
納
税
額
を
計
算
す
る
た
め
、
仕
入
先

　

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
て
も
ら
う
必
要
が

　

あ
り
ま
せ
ん
。

消費税の申告に際して、仕入れや経費の消費税額の実額計算、インボイスの
保存が不要となり、事務負担の軽減を図ることができます！
（注）簡易課税制度の適用には、事前の届出書の提出と、基準期間の課税売上高が５，０００万円

　　以下であることが必要です。

簡
易
課
税
事
業
者
の
場
合

免
税
事
業
者
の
場
合

〈
売
り
先
と
の
関
係
〉

❹　

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
な
る
た
め

　

に
は
、
税
務
署
長
の
登
録
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

❺

イ
ン
ボ
イ
ス
と
し
て
売
り
先
に
発
行
す
る

　

請
求
書
等
に
、
現
行
の
区
分
記
載
請
求
書

の
記
載
事
項
に
加
え
て
、
登
録
番
号
、
適
用

　

税
率
（
８
％
、
10
％
）、
消
費
税
額
等
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❻

売
り
先
の
求
め
に
応
じ
て
、
イ
ン
ボ
イ

　

ス
を
発
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
１
，０
０
０
万
円

以
下
の
事
業
者
。
消
費
税
の
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す。

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
５
，０
０
０
万
円

以
下
の
事
業
者
が
選
択
で
き
ま
す
。

売
上
税
額
か
ら
消
費
税
の
納
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

〈
仕
入
先
と
の
関
係
〉

特
段
の
対
応
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事業区分 該当する事業 みなし仕入率

第一種 卸売業 ９０％
第二種 小売業、農林漁業（飲食料品） ８０％
第三種 製造業、農林漁業（飲食料品除く）等 ７０％
第四種 その他事業（飲食店業等） ６０％
第五種 サービス業等 ５０％
第六種 不動産業 ４０％

図５　簡易課税制度を選択した場合の計算方法

　
　
　

事
業
者
は
、
制
度
開
始
後
６
年
間
は
、

　
　
　

税
込
１
万
円
未
満
の
課
税
仕
入
れ
に
つ

　
　
　

い
て
、
一
定
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿

　
　
　

の
み
の
保
存
で
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
る

　
　
　

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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最
後
に

　

例
え
ば
、
取
引
上
優
越
し
た
地
位
に
あ
る

事
業
者
が
、
経
過
措
置
に
よ
り
一
定
割
合
の

仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
取
引
先
の
免
税
事
業
者
に
対
し
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
後
も
課
税
事
業
者

に
転
換
せ
ず
、
免
税
事
業
者
を
選
択
す
る
場

合
に
、
消
費
税
相
当
額
を
取
引
価
格
か
ら
引

き
下
げ
る
な
ど
と
一
方
的
に
通
告
す
る
こ
と

は
、
独
占
禁
止
法
上
問
題
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
親
事
業
者
と
下

請
事
業
者
と
の
間
で
も
同
様
に
下
請
法
上
問

題
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
の
性
質
上
、
免
税
事
業
者

で
あ
っ
て
も
自
ら
の
仕
入
れ
や
諸
経
費
に
係

る
消
費
税
を
負
担
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
分

は
免
税
事
業
者
の
取
引
価
格
に
織
り
込
ま
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
正
取
引
員
会
等
の
関
係
省

庁
連
名
で
「
免
税
事
業
者
及
び
そ
の
取
引
先

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
」
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　

本
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
向
け
て
、
森
林
所
有
者
、
林
業
・
木
材

産
業
等
関
係
者
の
皆
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

引
実
態
を
踏
ま
え
て
適
切
に
準
備
い
た
だ
け

る
よ
う
、
林
野
庁
で
は
、
全
国
の
各
事
業
者

の
方
々
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

を
は
じ
め
、
各
業
界
団
体
等
に
お
け
る
説
明

会
や
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
広

報
媒
体
等
に
よ
る
周
知
、
相
談
窓
口
に
よ
る

個
別
相
談
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本
的
な
内
容
や
、

業
界
特
有
の
対
応
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
か
等
の
具
体

的
な
ご
質
問
、
地
域
等
で
の
説
明
会
の
開
催

に
当
た
っ
て
の
講
師
の
派
遣
依
頼
、
機
関
誌

へ
の
寄
稿
等
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま

　
　
　

で
の
取
引
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※

４　

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を

　
　
　

受
け
る
か
ど
う
か
（
課
税
事
業
者
等
へ

　
　
　

転
換
す
る
か
ど
う
か
）
は
事
業
者
の
任
意

　
　
　

で
す
。

※

５　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
機
に
、
免
税
事
業

　
　
　

者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
な
る

　
　
　

場
合
、
制
度
開
始
か
ら
３
年
間
は
、
納
税

　
　
　

額
を
売
上
税
額
の
２
割
に
軽
減
す
る
措
置

　
　
　
（
２
割
特
例
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

２
割
特
例
は
確
定
申
告
時
に
選
択
す
る

　
　
　

こ
と
が
で
き
、
当
該
事
業
者
が
簡
易
課
税

　
　
　

制
度
を
選
択
し
て
い
た
と
し
て
も
、
確
定

　
　
　

申
告
時
に
２
割
特
例
を
選
択
す
る
こ
と
が

　
　
　

で
き
ま
す
。（
図
３
）

す
る
も
の
に
限
り
ま
す※

１

）、
卸
売
市
場

　

を
通
じ
た
生
鮮
食
料
品
等
の
委
託
販
売
を

　

行
う
場
合
（
中
央
・
地
方
卸
売
市
場
と

そ
れ
ら
に
準
ず
る
市
場
に
限
り
ま
す
）は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
の

発
行
を
求
め
ら
れ
な
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
引
と
何
ら
変
わ
り

　

ま
せ
ん
。

※

１　

原
木
市
場
等
で
は
、
一
般
的
に
、
そ
れ

　
　
　

ぞ
れ
の
椪
に
含
ま
れ
る
出
荷
者
の
材
の

　
　
　

数
量
が
把
握
で
き
、
出
荷
者
ご
と
の
材

　
　
　

の
数
量
と
椪
ご
と
の
単
価
に
よ
り
精
算

　
　
　

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
精
算
方
法

　
　
　

は
共
同
計
算
方
式
に
は
当
た
り
ま
せ
ん
。

❸

売
り
先
が
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し

　

て
い
な
い
課
税
事
業
者
で
あ
る
場
合
は
、

　

売
り
先
が
仕
入
税
額
控
除
を
で
き
な
く

　

な
る
た
め※

２
・
３
、
売
り
先
と
価
格
面
を

　

含
め
適
正
な
取
引
条
件
等
を
話
し
合
っ
て

　

決
め
て
お
い
て
下
さ
い
。
な
お
、
今
後
の

　

経
営
発
展
等
を
考
え
て
、
課
税
事
業
者

（
簡
易
課
税
事
業
者
を
含
む
）
へ
転
換
す
る

　

こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

　

ま
す
。※

４
・
５

※

２　

制
度
開
始
後
６
年
間
は
、
免
税
事
業
者

　
　
　

の
発
行
す
る
従
来
の
区
分
記
載
請
求
書
等

　
　
　

に
基
づ
き
、
一
定
割
合
の
仕
入
税
額
控
除

　
　
　

が
で
き
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

　
　
　

ま
す
（
図
３
）。

※

３　

売
り
先
が
課
税
売
上
高
１
億
円
以
下

　
　
　

の
事
業
者
で
あ
る
場
合
、
制
度
開
始
後

　
　
　

６
年
間
は
、
税
込
１
万
円
未
満
の
少
額

　
　
　

な
取
引
に
つ
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存

　
　
　

が
な
く
て
も
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
る

公
正
取
引
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

林野庁のインボイス制度に関する相談窓口

林野庁企画課 ０３-３５０２-８１１１（内線６０６４）
【受付時間】９：３０～１７：００（土日祝除く）

メールアドレス　syouhizei_rinya@maff.go.jp

インボイス制度の基本的な内容や、業界特有の対応に係る
ご質問から、地域等での説明会の開催に当たっての講師派遣、
広報誌への寄稿等、お気軽にご相談ください！

林野庁インボイスサイト

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/
kinyu/syohizei_invoice.html

免
税
事
業
者
と
の

取
引
に
お
け
る
留
意
事
項

　

仕
入
先
で
あ
る
免
税
事
業
者
と
の
取
引
に

つ
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
を
契
機

と
し
て
取
引
条
件
を
見
直
す
こ
と
を
検
討
す

る
場
合
は
、
制
度
開
始
後
６
年
間
は
一
定
割

合
の
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
け
こ

み
、
一
方
的
な
取
引
価
格
の
引
下
げ
や
取
引

の
打
切
り
な
ど
、独
占
禁
止
法
上
の
問
題
（
優

越
的
地
位
の
濫
用
）
等
と
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る

　
　
　
　

広
報
活
動
の
展
開

TOPICS

01
　

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
全
国
の
市
区

町
村
で
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
、
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
、

木
材
利
用
・
普
及
啓
発
な
ど
の
取
組
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
財
源
と
な
る

森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま
り
ま
す
。
納
税
者
の
皆
様
に
新

た
な
税
の
負
担
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
取
組
の
成
果
・
効
果
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
（
広
報
活
動
）
が
極
め
て
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
林
野
庁
と
自
治
体
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税

の
広
報
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

広
報
活
動
の
必
要
性

　

林
野
庁
で
は
、
令
和
５
年
４
月
に
、
自
治
体
に
お
け
る
広

報
活
動
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
区
町
村
の
取

組
を
中
心
と
す
る
「
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
広
報
ー

自
治
体
に
お
け
る
取
組
事
例
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

本
事
例
集
で
は
、①
使
途
公
表
Ｈ
Ｐ
の
工
夫
、②
広
報
誌
の

活
用
、③
独
自
の
広
報
資
材
の
作
成
、④
事
業
箇
所
等
へ
の
表

　

令
和
４
年
12
月
に
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
成
果
を
国
民

の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
森
林
を
活
か
す
し
く
み
〜
〝
森
林
環
境
譲
与
税
〞を
活

用
し
た
森
林
の
整
備
〜
」（
Ａ
３
判
二
つ
折
り
）
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
等
の
仕
組
み

と
と
も
に
、
７
つ
の
自
治
体
に
よ
る
取
組
事
例
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
約
４
万
部
印
刷
し
て
、
都

道
府
県
を
通
じ
て
全
国
の
市
区
町
村
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
同
じ
内
容
の
パ
ネ
ル
（
Ａ
１
判
４
枚
組
）
も
併
せ
て
作

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
印
刷
可
能
な
フ
ァ
イ
ル
を
林
野
庁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
関
連
す
る
森
林
・
林
業
関
係
行
事
で
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
パ
ネ
ル
を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

自
治
体
で
も
、
関
連
行
事
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
各
地
の
特

徴
的
な
取
組
を
収
集
し
て
、
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
度
、
自
治
体
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
事
例
集
を

作
成
・
公
表
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
の
事
例
集
で
は
、
市

町
村
に
よ
る
93
事
例
、
都
道
府
県
に
よ
る
１
０
２
事
例
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、令
和
４
年
度
に
は
、本
誌
（
情
報
誌
「
林

野
」）
で
、
12
回
に
わ
た
り
各
地
に
お
け
る
取
組
事
例
を
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
林
野
庁
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

森林環境譲与税パンフレット

林野庁 HP　 https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/kankyouzei/attach/pdf/kankyouzei_jouyozei-1.pdf

森林を活かすしくみ ～ “森林環境譲与税” を活用した森林の整備～

1
林
野
庁
に
よ
る
広
報
活
動

2

自
治
体
に
お
け
る
広
報
活
動
の
事
例

3
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示
、⑤
事
業
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
分
野
別
に
、
市
区
町
村

の
49
事
例
と
都
道
府
県
の
３
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
特

に
、①
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
の
普
及
を
踏

ま
え
て
、
使
途
公
表
Ｈ
Ｐ
の
情
報
を
充
実
さ
せ
る
事
例
、②

に
つ
い
て
は
、
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
広
報
誌
に
、
地
元
関

係
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
含
む
記
事
を
掲
載
す
る
事

例
、④
に
つ
い
て
は
、
施
業
を
実
施
し
た
箇
所
や
成
果
物
に

財
源
を
表
示
・
記
載
す
る
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
三
重
県
津
市
は
、「
広
報
津
」
２
０
２
１
年
12

月
１
日
号
に
「
森
を
守
る
税
は
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い

る
の
？
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
市
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
対
話
の
形
式
で
、
森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
の

創
設
の
背
景
や
仕
組
み
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
豊
島
区
で
は
、
連
携
自
治
体
で
あ
る
長
野

県
箕
輪
町
に
お
い
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
整
備

を
行
っ
て
い
る
森
林
「
と
し
ま
の
森
・
み
の
わ
」
の
紹
介
動
画

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
来
年
度
か
ら
の
課
税
開
始
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
に
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
パ
ネ
ル
を
一
層
活
用
す

る
と
と
も
に
、
総
務
省
が
作
成
す
る
予
定
の
森
林
環
境
税
の

広
報
ツ
ー
ル
（
ポ
ス
タ
ー
等
）
も
活
用
し
な
が
ら
、
広
報
活

動
の
一
層
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
自
治
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
森
林
環
境
譲
与

税
に
よ
る
成
果
を
積
極
的
に
広
報
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
も
、
お
力
添
え
を
頂
け
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

林野庁 HP　 https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/kouhoutorikumijirei-1.pdf

森林環境譲与税に関する広報－自治体における取組事例－

今
後
の
展
開

4

東京都豊島区

三重県津市
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石
川
県
能
登
地
方
の
ア
テ
林
業
に
特
有
の

技
術
体
系
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
ア
テ
は
、
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ

（T
hujopsis dolabrata S

ieb.et Z
ucc. 

var. hondae M
akino

）
の
地
方
名
で
あ

り
、
能
登
を
中
心
と
し
た
日
本
海
側
に
分
布

し
て
い
ま
す
。
ア
テ
材
は
、「
能
登
ヒ
バ
」

と
も
呼
ば
れ
、
湿
気
に
よ
る
腐
朽
に
対
し
て

強
い
特
性
を
持
ち
、
建
築
材
料
な
ど
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
テ
の
品
種
は
、

発
根
力
と
材
質
に
重
点
を
お
い
て
選
抜
、
陶

汰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
赤
褐
色
で
な
め
ら
か

な
樹
皮
で
ね
じ
れ
の
あ
る
マ
ア
テ
は
輪
島
市

に
分
布
し
、
灰
褐
色
で
ス
ギ
肌
状
の
ク
サ
ア

テ
は
穴
水
町
に
、
ね
じ
れ
の
な
い
エ
ソ
ア
テ
、

ス
ズ
ア
テ
は
そ
れ
ぞ
れ
七
尾
市
、
珠
洲
市
と

能
登
町
の
一
部
に
分
布
し
ま
す
。
ゴ
ツ
ゴ
ツ

と
し
た
樹
皮
で
ね
じ
れ
が
あ
る
カ
ナ
ア
テ
は

全
域
に
分
布
し
ま
す
。

　

奥
能
登
に
は
ア
テ
の
天
然
生
林
が
点
在

し
、
輪
島
市
門
前
町
浦
上
地
内
の
「
元
祖
ア

テ
」
は
、
樹
齢
約
４
５
０
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
同
地
域
に
あ
る
高
齢
マ
ア
テ
林
は
、

林
齢
約
１
８
０
年
、
幹
回
り
が
２
６
０
cm

を
超
え
る
大
木
の
造
林
地
で
す
。
ア
テ
の
人

工
植
栽
の
面
積
は
、
江
戸
時
代
に
輪
島
漆
器

の
木
地
な
ど
の
需
要
が
増
加
す
る
に
つ
れ
拡

大
し
て
き
ま
し
た
。
主
に
小
規
模
な
農
家
林

家
の
副
業
的
経
営
の
中
で
造
林
が
行
わ
れ
、

耐
陰
性
が
強
い
ア
テ
の
特
長
が
最
大
限
に
活

か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
発
行
の

日本の林業遺産を知ろう！
日本森林学会による

一般社団法人　日本森林学会　林業遺産選定委員長　京都大学　深町加津枝

高齢マアテ林

白滝アテ天然林

日本森林学会による

アテ試験地の択伐林 元祖アテ

能登のアテ林業
ふかまち　 か 　 つ 　 え
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アテの柾目板を使った丸盆

アテの空中取り木

行政、研究者、製材業者の連携 輪島キリコ（輪島キリコ会館）

究
機
関
な
ど
が
連
携
し
、
低
コ
ス
ト
施
業
を

目
指
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
元
製
材
業
者
に
よ
る
能
登

ヒ
バ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
新
た
な
商
品

開
発
、
材
の
長
所
を
活
か
し
た
集
成
材
や
Ｃ

Ｌ
Ｔ
へ
の
研
究
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

能
登
森
林
組
合
の
亀
井
順
一
郎
さ
ん
（
代

表
理
事
組
合
長
）
は
、「
能
登
で
は
海
と
山
、

農
林
漁
業
が
上
手
く
繋
が
り
な
が
ら
暮
ら
し

が
成
り
立
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
テ
は
能
登
の

林
業
振
興
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
資
源
で
す

が
、
成
長
に
は
と
て
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

森
づ
く
り
の
始
ま
り
は
苗
。
先
人
た
ち
が
増

や
し
て
き
た
大
切
な
ア
テ
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
森
林
組
合
で
は
こ
れ
か
ら
も
ア
テ
の
苗

木
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
将
来

を
見
据
え
ま
す
。

　

能
登
地
方
の
森
・
里
・
海
の
繋
が
り
の
中

で
育
ま
れ
て
き
た
ア
テ
林
業
は
、
地
元
に
暮

ら
す
人
々
の
深
い
思
い
と
と
も
に
地
域
固
有

の
木
の
文
化
や
景
観
を
支
え
、
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
日
本
の
木
の
文
化
の
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
ア
テ
造
林
史
」（
斎
藤
晃
吉
編
，
石
川
県
林

業
試
験
場
）
に
は
、
ア
テ
造
林
の
歩
み
や
ア

テ
材
の
特
徴
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
石
川
県
健
康
の
森
に
は
森
林
科
学
館
が

あ
り
、
ア
テ
林
業
な
ど
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。

輪
島
市
三
井
町
に
は
ア
テ
試
験
林
が
あ
り
、

様
々
な
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ア
テ
の
更
新
に
は
、
強
い
発
根
性
を
利
用

し
た「
伏
条
更
新（
注
１
）」、「
直
ざ
し（
注
２
）」、「
空

中
取
り
木
（
注
３
）」
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

施
業
に
あ
た
っ
て
は
、
林
齢
の
異
な
っ
た
ア

テ
を
同
時
に
育
て
る
と
と
も
に
、
ア
カ
マ
ツ

や
ス
ギ
な
ど
他
の
樹
種
と
混
交
す
る
こ
と
に

よ
り
、
継
続
し
て
森
林
資
源
を
利
用
す
る
工

夫
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
石
川
県
農
林
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
林
業
試
験
場
の
小
谷
二
郎

さ
ん
（
森
林
環
境
部
長
）
は
、「
ア
テ
材
は
、

優
れ
た
性
能
に
加
え
、
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
を

多
く
含
み
、
シ
ロ
ア
リ
に
強
く
耐
久
性
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ア
テ
林
業
は

体
系
化
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
林
業
の
一
つ

で
、
資
源
量
を
ど
う
や
っ
て
維
持
し
て
増
や

し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
。」
と
言

い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
ア
テ
材
は
漆
器
の
木
地
や
漆

を
塗
る
ハ
ケ
の
材
料
な
ど
と
し
て
主
に
輪
島

で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
丸
盆
な
ど
の
曲
物
生

地
に
は
主
に
ア
テ
の
柾
目
板
が
使
わ
れ
、
薄

い
板
を
水
に
浸
し
柔
ら
か
く
し
て
輪
に
曲
げ

て
作
ら
れ
ま
し
た
。
能
登
の
キ
リ
コ
祭
の
切

籠
（
注
：
切
子
灯
籠
を
縮
め
た
略
称
で
、
神

輿
と
と
も
に
氏
子
た
ち
に
よ
っ
て
、
練
り
歩

か
れ
る
巨
大
な
御
神
灯
の
こ
と
。）
に
は
部

位
に
適
し
た
木
材
が
使
わ
れ
て
お
り
、
し
な

り
と
強
度
が
あ
る
ア
テ
材
は
、
柱
や
担
ぐ
棒

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ア
テ
材
は
、

船
で
金
沢
に
運
ば
れ
、
屋
根
を
葺
く
材
料
や

帆
船
の
帆
柱
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
の
一
二
三

悠
穂
さ
ん
（
林
業
指
導
専
門
員
）
は
、「
林

業
遺
産
を
通
し
て
山
側
と
町
の
人
た
ち
が
、

互
い
を
も
っ
と
知
り
、
身
近
に
感
じ
て
ほ
し

い
。
ア
テ
が
ど
こ
で
ど
う
や
っ
て
育
て
ら
れ

て
き
た
の
か
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
本

質
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
。」

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

明
治
期
以
降
に
な
る
と
、
ア
テ
材
の
需
要

増
加
に
伴
い
、
薪
炭
林
伐
採
跡
地
な
ど
で
拡

大
造
林
が
行
わ
れ
、
ク
サ
ア
テ
の
単
層
林
が

拡
大
し
ま
し
た
。
一
方
、
林
業
を
取
り
巻
く

状
況
が
変
化
す
る
中
で
、
択
伐
林
を
維
持
し

た
林
分
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
林
業
従

事
者
が
減
少
し
、
将
来
の
ア
テ
の
後
継
樹

を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
林
業
従
事
者
、
行
政
、
研

注
１　

地
面
近
く
か
ら
横
に
張
り
出
し
た
下
枝
が
地

　
　

面
に
接
す
る
と
そ
の
枝
が
根
付
く
こ
と
を
利
用

　
　

し
た
更
新
方
法

注
２　

挿
し
穂
を
直
接
林
床
に
挿
し
つ
け
、
株
を

　
　

作
る
更
新
方
法

注
３　

枝
を
剥
皮
し
、
そ
こ
に
ミ
ズ
ゴ
ケ
な
ど
を
巻

　
　

き
付
け
る
こ
と
に
よ
り
根
を
出
さ
せ
、
そ
こ
を

　
　

切
り
取
る
こ
と
で
新
た
な
株
を
得
る
方
法

写
真
提
供
：　

小
谷
二
郎
氏
、
一
二
三
悠
穂
氏

き
り

こ

き
り
こ
と
う
ろ
う
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木
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
森
と
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
る

竹
中
工
務
店

森林を活かす
都市の木造化

も 　 り

ま 　 ち

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

1竹
中
工
務
店
で
は
２
０
０
０
年
初
頭
よ
り
、

持
続
可
能
な
社
会
に
は
循
環
型
資
源
で
あ
る

木
材
活
用
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
中
高
層

木
造
の
技
術
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。　

　

そ
の
１
つ
が
「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
Ⓡ

」
と
命
名

し
た
耐
火
集
成
材
の
技
術
で
す
。
そ
の
ア
イ
デ

ア
は
２
０
０
３
年
に
創
起
さ
れ
、
２
０
０
６
年

に
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
１
時
間
耐
火
認
定

の
取
得
以
降
、
昨
年
末
ま
で
に
合
計
18
件
の

適
用
施
工
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
Ⓡ

」
は
、
３

時
間
耐
火
認
定
を
取
得
し
、
超
高
層
木
造
建

築
の
実
現
が
可
能
で
す
。
ま
た
利
用
で
き
る

樹
種
も
、
当
初
の
カ
ラ
マ
ツ
か
ら
、
日
本
中

で
育
つ
ス
ギ･

ヒ
ノ
キ
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
更
に
、
そ
の
１
時
間
耐
火
認
定
の
技
術
は
、

オ
ー
プ
ン
化
も
行
い
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
２
０
１
６
年
に
木
造
・
木
質

建
築
推
進
本
部
を
発
足
さ
せ
、「
木
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
森
と
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
る
」

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

こ
れ
ま
で
の
国
産
材
利
用
促
進
の
取
り
組
み

を
官
民
協
働
へ
と
発
展
さ
せ
、
中
高
層
木
造

建
築
の
一
層
の
市
場
拡
大
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
、
２
０
２
２
年
６
月
に
農
林
水

産
省
と
協
定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

プロジェクト実績 左上：大阪木材仲買会館　左下：三菱地所  ＰＡＲＫＷＯＯＤ  高森
中下：タクマビル新館 (研修センター)　右：ＨＵＬＩＣ    ＆ＮｅｗＧＩＮＺＡ８

燃エンウッド®
燃え止まり機構の仕組み

　
２
０
２
１
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

20212013

20202019
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協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

2

協
定
に
基
づ
く
取
組

3

今
後
の
抱
負

4

大阪・関西万博大屋根 (リング) 　　　　　　　　　提供：２０２５年日本国際博覧会協会

(仮)日本橋本町一丁目３番計画

　

今
回
の
協
定
締
結
以
降
、
２
０
２
２
年
12

月
末
ま
で
に
整
備
し
た
物
件
は
、
木
造
と
内

外
装
の
木
質
化
を
合
わ
せ
て
６
件
あ
り
、
木

材
２
，２
４
０
㎥
を
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

木
造
化
を
検
討
す
る
建
築
主
等
に
対
し
て
、

当
社
設
計
・
施
工
し
た
建
物
の
見
学
会
を

　

協
定
で
は
、「
中
高
層
木
造
建
築
等
の
推
進

に
よ
る
木
材
利
用
拡
大
」
を
掲
げ
、
以
下
の

３
つ
の
構
想
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

❶　

木
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
木
材

　

の
活
用
可
能
な
領
域
・
自
由
度
を
拡
大
さ

　

せ
、
中
高
層
木
造
建
築
物
等
で
の
国
産
木

　

材
の
利
用
を
促
進
す
る

❷　

森
林
資
源
と
地
域
経
済
の
持
続
可
能
な

好
循
環
「
森
林
グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
Ⓡ

」

　

の
構
築
と
普
及
活
動
を
図
る

❸　

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の

　

促
進
に
関
す
る
法
律
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

　

法
）
に
規
定
す
る
合
法
伐
採
木
材
等
の
利

　

用
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
貢
献
す
る

　

当
社
は
「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
Ⓡ

」
を
適
用
し

た
初
め
て
の
耐
火
木
造
建
築
で
あ
る
「
大

阪
木
材
仲
買
会
館
」
を
２
０
１
３
年
に
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
以
降
、
日
本
初
の
高
層
木

造
建
築
と
し
て
、
集
合
住
宅
で
は
２
０
１
９
年

　

最
近
に
な
り
、
超
高
層
木
造
建
築
の
計
画

が
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
２

０
２
６
年
に
は
三
井
不
動
産
の
「（
仮
）
日

本
橋
本
町
一
丁
目
３
番
計
画
」、
２
０
２
８

年
度
に
は
、「
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

新･

本
店
ビ
ル
」
が
竣
工
予
定
で
す
。
こ
の

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
る
超
高
層
木
造
建
築

の
実
現
に
向
け
て
、
当
社
で
は
、
新
た
な
技

術
開
発
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
２
０
２
５
年
大
阪･

関
西
万
博
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
屋
根
（
リ
ン
グ
）
は
、

世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
に
な
る
予
定
で
す

が
、
こ
れ
を
木
造
建
築
の
良
さ
を
多
く
の
人

に
広
め
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
捉
え
、
技
術

力
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

完成予想パース (２０２０年９月時点) 
提供：三井不動産・竹中工務店

に「
三
菱
地
所　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
高
森
」、

オ
フ
ィ
ス
で
は
２
０
２
０
年
に
「
タ
ク
マ

ビ
ル
新
館
」
、
商
業
で
は
２
０
２
１
年
に

「
Ｈ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
８
」

の
設
計
施
工
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
は
、
異
材
料
と
の
接
合
技
術
、

木
材
を
「
現
し
」
で
見
せ
る
技
術
、
建
築･

構

造･

設
備
の
融
合
な
ど
、「
木
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
が
不
可
欠
で
す
。
当
社
は
、
木
造
建

築
の
魅
力
に
加
え
、
必
要
な
技
術
に
関
し
て
、

見
学
会
、
講
演
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
情

報
発
信
し
、
理
解
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

都
市
に
お
け
る
中
高
層
建
築
の
木
造
化

は
、
木
材
利
用
を
介
し
た
地
域
と
都
市
の
経

済
循
環
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
当
社
で
は
、
こ
う
し
た
森
林
資
源
と
地

域
社
会
の
持
続
可
能
な
好
循
環
を
「
森
林

グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
Ⓡ

」
と
名
付
け
、
顔
の

見
え
る
木
材
調
達
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

な
ど
に
よ
る
「
森
の
産
業
創
出
」、
出
材
地

で
の
植
林
・
育
林
と
い
っ
た
「
持
続
可
能
な

森
づ
く
り
」
ま
で
拡
げ
取
り
組
み
ま
す
。

同
年
12
月
ま
で
に
計
１
３
２
回
開
催
し
、
建

築
・
工
事
の
概
要
や
当
社
の
取
組
を
説
明
し
、

木
造
建
築
の
意
義
や
可
能
性
の
普
及
を
図

り
ま
し
た
。

森林資源と地域経済の持続可能な好循環

　

今
後
国
内
に
て
、
木
造
建
築
市
場
を
拡
大

し
て
い
く
に
は
、
大
き
く
３
つ
の
課
題
（
①

技
術
開
発
②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
新
構
築

③
規
制
合
理
化
）
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
で
、

木
造
建
築
の
需
要
が
高
ま
り
、
建
設
コ
ス
ト

も
下
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

欧
米
で
は
同
様
の
課
題
解
決
に
20
年
を
要
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
欧
米
に
追

い
つ
く
た
め
に
５
年
か
ら
10
年
間
で
解
決
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

協
定
制
度
へ
の
期
待

5
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
真
っ
た
だ
中
の
２
０
２

１
年
３
月
、
人
が
少
な
く
閑
散
と
し
た
シ
ア

ト
ル
に
私
は
降
り
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
頃
の

シ
ア
ト
ル
は
、Black Lives M

atter
※

１

デ
モ
隊
の
「
自
治
区
」
の
夢
の
跡
や
、
路
上

に
溢
れ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
、
ア
ジ
ア
人

へ
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、

ま
さ
に
「
混
沌
」
と
い
っ
た
状
態
で
し
た
。

そ
の
後
、
巣
ご
も
り
需
要
に
よ
る
世
界
的
な

テ
ッ
ク
バ
ブ
ル
が
起
こ
り
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
の
テ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
の
本
社
を
有
す
る
シ
ア
ト
ル
経
済
の

回
復
の
勢
い
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
テ
ッ
ク
人
材
を
中
心
に
人
件
費
が
高

騰
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
物
価
も
上
昇
。
シ
ア

ト
ル
郊
外
の
ベ
ル
ビ
ュ
ー
市
の
住
宅
価
格

は
、
一
時
期
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
そ
れ
を
超
え

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
Ｆ
Ｒ

Ｂ
の
度
重
な
る
利
上
げ
な
ど
の
景
気
抑
策

の
影
響
も
あ
り
、
テ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
は

拡
大
し
す
ぎ
た
人
員
の
削
減
に
動
い
て
い
ま

す
。
一
方
、
昨
年
12
月
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

の
リ
リ
ー
ス
に
端
を
発
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
ブ
ー

ム
が
生
ま
れ
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
擁
す
る
シ

ア
ト
ル
は
再
び
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

写真 　  シアトル近郊の「マウント・レーニア」

米
国
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

日
本
経
済
が
取
込
む
た
め
に

Seattle

2 写真 　  シアトルの街並み1

外務省在シアトル日本国総領事館
領事 本田　知之

Ｉ
Ｔ
都
市
シ
ア
ト
ル

ジ
ャ
パ
ン
シ
ア
ト
ル
Ａ
Ｉ

ミ
ー
ト
ア
ッ
プ

　

さ
て
、
私
は
米
国
シ
ア
ト
ル
で
経
済
・
文

化
担
当
領
事
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
そ
の

業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
の
で
す
が
、「
Ｉ
Ｔ

都
市
シ
ア
ト
ル
」
な
ら
で
は
の
事
例
を
１
つ

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
シ
ア
ト
ル
は

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
を
生
み
出

し
た
優
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ

ム※

２
を
有
し
て
お
り
、
近
年
で
は
、
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
な
ど
の
従
業
員
が
ス
ピ
ン
オ
フ
と

い
う
形
で
起
業
す
る
と
い
う
好
循
環
が
機
能

海外・現場最前線
からの便り

シリーズ
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写真 　 港町シアトルに出没するアザラシ写真 　 Ｊａｐａｎ　ＳｅａｔｔｌｅＡＩＭｅｅｔｕｐ（オンライン開催） 34

写真 　 休日に訪れたザイオンナショナルパーク6

り
、
例
え
ば
、
住
友
林
業
は
今
年
１
月
、
米

国
に
森
林
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
の
発
達
に
よ
る
森
林

投
資
の
内
部
収
益
率※

３
の
向
上
が
あ
る
よ
う

で
す
。
こ
の
動
き
が
今
後
ど
う
な
る
の
か
、

そ
し
て
日
本
の
森
林
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
う
影
響

す
る
の
か
、
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※

１　

米
国
で
始
ま
っ
た
人
種
差
別
抗
議
運
動
。

※

２　

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
ス
タ
ー
ト

　
　

ア
ッ
プ
企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
産
業
生
態

　
　

系
の
こ
と
。

※

３　

投
資
の
元
金
を
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で
回
収

　
　

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
効
率
を
数
値
化

　
　

し
た
も
の
。
元
金
を
よ
り
短
期
間
で
回
収
す
る

　
　

こ
と
の
で
き
る
投
資
ほ
ど
高
く
な
る
。

写真 　  外務省共催の文化イベント5

し
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
、
シ
ア
ト
ル
エ
コ

シ
ス
テ
ム
が
内
包
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力

の
、
日
本
企
業
に
よ
る
取
り
込
み
を
促
進
す

る
た
め
、Jap

an
 Seattle A

I M
eetu

p

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、日
本
企
業
と
シ
ア
ト
ル
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
20
回
開
催
さ
れ
、
12
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
日
本
進
出
・
日
本
企
業
と

の
協
業
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
大
企
業
は
、
伝
統
的
な
企
業
風
土

が
時
代
遅
れ
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
米
国
に
い
る
と
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が

健
在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
例
え

ば
、
シ
ア
ト
ル
で
走
っ
て
い
る
車
を
見
渡
し

て
も
、そ
の
多
く
は
日
本
車
で
す
し
、ウ
ォ
ー

レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
氏
の
株
式
保
有
拡
大
で

注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
の
商
社
も
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
有
す
る
日
本

企
業
が
シ
ア
ト
ル
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を

取
込
む
こ
と
で
相
乗
効
果
を
起
こ
し
、
日
本

経
済
の
ド
ラ
イ
ブ
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
当
地
で
は
、
日
本
の
企
業
に
よ
り
、

米
国
林
業
界
に
興
味
深
い
ト
レ
ン
ド
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
近
年
、
米
国
の
森
林
投

資
に
興
味
を
示
す
日
本
企
業
が
増
え
て
お

日
本
企
業
に
よ
る
森
林
投
資
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え
り
も
岬
緑
化
事
業
70
周
年
記
念
行
事

〜
２
０
２
３
リ
ン
子
と
ル
ン
ル
ン
海
の
森
づ
く
り（
植
樹
祭
）〜

令
和
５
年
５
月
17
日
、
え
り
も
町
百
人
浜

展
望
台
に
お
い
て
「
え
り
も
岬
緑
化
事
業
70

周
年
記
念
植
樹
祭
」（
主
催
：
え
り
も
岬
緑
化

事
業
70
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
、
以
下
、

「
実
行
委
員
会
」）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
え
り
も
岬
は
、
燃
料
採
取
の
た
め

の
森
林
伐
採
や
家
畜
の
過
放
牧
、
バ
ッ
タ
の

大
群
に
よ
る
被
害
な
ど
の
た
め
に
、「
え
り

も
砂
漠
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
荒
廃
し
ま
し

た
。
え
り
も
岬
の
海
岸
に
緑
豊
か
な
森
林

を
蘇
ら
せ
る
た
め
、
国
有
林
治
山
事
業
に

よ
る
緑
化
事
業
が
始
ま
っ
た
昭
和
28
年
か

ら
今
年
で
70
周
年
と
な
り
ま
す
。
今
回
開

催
さ
れ
た
植
樹
祭
は
、
こ
れ
を
記
念
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
え
り
も
岬
緑
化

事
業
に
捧
げ
た
情
熱
な
ど
の
歴
史
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
の
子
供
た
ち
に

伝
え
、
地
域
と
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局　

日
高
南
部
森
林
管
理
署

所在地

区域面積

関係自治体

　日高南部森林管理署は、北海道の中央南西部に位置する日高流域
の南部に広がる約１３万ha の国有林を管理経営しています。東側には、
急峻で標高１，５００m を超える日高山脈があり、南側は太平洋に面して
います。
　管内の広域が日高山脈襟裳国定公園に指定されており、山岳や豊
かな自然景観などの観光資源にも恵まれ、多くの人々に利用されて
います。
　また、新冠川、静内川、三石川、元浦川など急流河川が多く、
豊かな水を供給することにより漁業や電源開発などで地域産業に
重要な役割を果たしています。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

地
域
と
連
携
し
た
機
運
の
醸
成

実
行
委
員
会
に
は
、
え
り
も
町
、
え
り
も
漁

業
協
同
組
合
、
ひ
だ
か
南
森
林
組
合
と
い
っ

た
地
域
関
係
者
に
、
北
海
道
森
林
管
理
局
、

日
高
南
部
森
林
管
理
署
が
参
画
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
に
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
え

り
も
高
校
で
講
演
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
北
海
道
森
林
管
理
局
で
緑
化
事
業

の
資
料
展
示
な
ど
を
開
催
し
、
記
念
植
樹
祭

の
実
施
に
向
け
て
機
運
を
醸
成
し
ま
し
た
。

記
念
植
樹
祭

　

植
樹
祭
に
は
、
地
元
え
り
も
町
と
近
隣
の

浦
河
町
、
様
似
町
の
小
学
生
約
３
５
０
人
を

含
む
約
６
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。「
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
」
の
上
村

さ
や
香
さ
ん
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
開
会
式
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

北海道日高郡新ひだか町静内緑町５丁目６番５号

３０６，９４４ha
うち森林面積   ２５８，３９８ha うち国有林面積   １３０，１６９ha

新冠町、新ひだか町、浦河町、様似町、えりも町

日高南部
森林管理署●

北海道

植樹会場
●

管内概要

にいかっぷ

う
ら
か
わ

さ
ま
に

えりも
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え
り
も
岬
国
有
林
は
ク
ロ
マ
ツ
一
斉
林
が

多
い
状
況
で
す
が
、
か
つ
て
の
森
林
の
状
態
に

近
づ
け
る
た
め
、
現
在
、
密
集
し
て
い
る
ク
ロ

マ
ツ
の
間
引
き
を
行
い
、
空
い
た
と
こ
ろ
へ
カ

シ
ワ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
を
植
栽
し

て
、
針
広
混
交
林
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

日
高
南
部
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
も
地

域
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
緑
化
事
業
を
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
全
国
の
海
岸
林
の

造
成
事
業
の
見
本
と
な
り
、
多
く
の
方
々
に

森
林
と
海
と
の
絆
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
緑
化
事
業

　

続
い
て
、
日
高
南
部
森
林
管
理
署
の
森
谷

署
長
に
よ
る
力
強
い
「
開
会
宣
言
」
で
植
樹

祭
が
開
会
し
、
実
行
委
員
会
の
坂
本
好
則
委

員
長
（
え
り
も
漁
業
協
同
組
合
長
）、
え
り
も

町
の
大
西
正
紀
町
長
、
北
海
道
森
林
管
理
局

の
上
練
三
局
長
が
挨
拶
で
、
先
人
の
努
力
と

功
績
へ
の
敬
意
と
今
後
も
緑
化
事
業
を
継
続

し
て
い
く
決
意
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
浦
河

町
出
身
の
映
画
監
督
で
現
在
こ
の
緑
化
事
業

を
題
材
と
し
た
映
画
「
北
の
流
氷
（
仮
称
）」

を
制
作
中
の
田
中
光
敏
監
督
が
出
席
さ
れ
、

「
積
み
重
ね
る
力
は
奇
跡
を
起
こ
す
、
諦
め

な
け
れ
ば
夢
は
叶
う
、
そ
の
心
を
持
ち
続
け

た
か
ら
こ
そ
今
の
え
り
も
が
あ
る
」
と
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ク
ロ
マ
ツ
の

苗
木
１
，２
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
り
、
一
本
一
本
や
さ

し
く
土
を
か
け
、
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
普

段
は
風
の
音
し
か
聞
こ
え
な
い
こ
の
場
所
に

も
、
こ
の
日
は
、
笑
顔
と
歓
声
が
響
き
渡
っ
て

い
ま
し
た
。
皆
で
植
え
た
苗
木
が
大
き
く
育
つ

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

参加者で記念撮影

植樹祭開会式

田中光敏映画監督 司会を務めたみどりの大使

１０年前の植樹祭で植えた木 植樹する子どもたち
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TOPICS 02
豊富な保証実績により経営をサポート

～林業信用保証のご案内～

独立行政法人農林漁業信用基金
〒１０５-６２２８　東京都港区愛宕２-５-１　
虎ノ門ヒルズＭＯＲＩタワー２８階

ＴＥＬ：０３-３４３４-７８２５　
　　　（保証制度や出資金について）

　　　０３-３４３４-７８２６、７８２７　
　　　（保証の申込や利用について）

お問い合わせ先

　森林資源が充実する中、木材加工技術が高度化、中高層建築物にも木材利用が進められるなど、今、林業・木
材産業にはビジネスチャンスが到来しています。その一方で、林業・木材産業を営む方の多くは中小零細企業や
個人であるため、自力のみでは資金調達が難しいケースが多いのが現状です。
　このため、公的機関である農林漁業信用基金では、林業・木材産業を営む皆様が融資を受けられる際の債務を
保証することにより、経営をサポートしており、その実績は制度創設以来６０年間で１７万件に及びます。
　林業信用保証では、都道府県が無利子又は低利で貸付を行う「林業・木材
産業改善資金」や「木材産業等高度化推進資金」への保証のほか、 特に近年は、
●　自然災害や新型コロナウイルス感染症等により事業継続に支障が生じて
　いる方の資金繰り支援
●　新規に創業される方、他業種から参入される方を対象とした財務諸表に
　よらない将来性評価による保証
にも取り組んでいます。
　当基金は、全国の林業・木材産業に特化した保証を行っているため、専門
的な情報の提供ができ、様々な案件への対応が可能です。
　「林業信用保証」の活用を是非ご検討ください。

対象となる
業種

対象となる
資金

　①造林・育林 　　　②素材生産 　③木材・木製品製造 　　　④薪炭生産 　
　⑤林業種苗生産　　⑥きのこ生産 　⑦木材卸売・市場 　　　⑧木材製品利用

　・　苗木、立木、資機材の調達費、燃料費、人件費、機械のリース料などの運転資金
　・　事務所・工場、林業機械、木材加工機械、運送用車両等の導入などのための設備資金

▶

▶

保証料 　・　年０．１５～１．８０％と低位で、財務内容により適用
　・　日割り計算のため無駄がない▶

農林漁業信用基金 HP　 　
https://www.jaffic.go.jp/guide/
rin/index.html

事業継続を支援（写真提供：山口県）

パンフレット「林業信用保証のご案内」より

182023.8 No.197林野
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みどりの

大使
が行く！

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら　　　 　  か

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
２
０
２
３
ミ
ス
日

本
〝
み
ど
り
の
大
使
〞上
村
さ
や
香
で
す
。

最
近
の
趣
味
は
「
国
産
木
材
ア
イ
テ
ム
集
め
」

で
す
！
名
刺
入
れ
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
手
帳
、

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
、
墨
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
１
番
の
お
気
に
入
り
は
髪
飾
り
で

す
♪
み
ど
り
の
大
使
の
活
動
の
時
に
は
髪
に

つ
け
、
国
産
木
材
の
力
を
も
ら
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
他
に
も
お
す
す
め
の
国
産
木
材

ア
イ
テ
ム
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
♪

　

７
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
「
こ
ど
も
の
森

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」

で
司
会
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
前
に
、

当
日
事
例
発
表
さ
れ
る
２
つ
の
園
に
伺
っ
て

き
ま
し
た
。

　

さ
い
た
ま
市
の
「
浦
和
ひ
な
ど
り
保
育
園
」

で
は
、
隣
接
す
る
お
寺
の
裏
山
「
ど
ん
ぐ
り

山
」
で
園
児
の
み
ん
な
が
遊
ん
で
い
ま
し

森
の
よ
う
ち
え
ん

た
。
驚
い
た
の
は
、
裸
足
で
竹
登
り
を
す
る

園
児
の
姿
で
す
。
大
人
が
見
上
げ
る
ほ
ど
高

い
と
こ
ろ
ま
で
登
る
園
児
の
み
ん
な
が
満
面

の
笑
み
で
楽
し
む
姿
に
「
森
林×

子
ど
も
」

の
持
つ
力
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
一
緒

に
遊
ん
で
い
る
と
、
あ
る
男
の
子
が
「
蜂
が

い
る
！
」
と
大
き
な
声
で
み
ん
な
に
知
ら
せ

ま
し
た
。
し
か
し
慌
て
る
園
児
は
一
人
も
い

ま
せ
ん
。
頭
を
低
く
し
忍
び
足
で
蜂
か
ら
離

れ
ま
す
。
危
険
を
自
分
で
察
知
し
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
術
を
学
ん
で
い
る
こ
と
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、秩
父
市
の
「
花
の
森
こ
ど
も
園
」。

園
の
周
り
に
は
森
、
そ
し
て
川
も
流
れ
自
然

い
っ
ぱ
い
で
す
。
森
の
中
で
園
児
は
、
つ
る
に

ぶ
ら
さ
が
り
、
自
然
の
ブ
ラ
ン
コ
を
作
り
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
驚
い
た
の
は
、
毎

週
木
曜
日
の
「
同
じ
釜
の
飯
の
日
」
で
す
。

子
ど
も
た
ち
で
田
植
え
を
し
、
稲
刈
り
を
し

た
お
米
を
研
ぎ
、
カ
マ
ド
で
炊
き
ま
す
。
お

互
い
に
助
け
合
っ
て
行
い
、
一
緒
に
ご
飯
を
食

べ
る
こ
と
で
、
生
命
の
循
環
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。
小
さ
な
手
で
刃
物
や
火
を
扱
う
姿
に

ま
た
感
動
し
ま
し
た
。
い
つ
か
み
ん
な
の
作
っ

た
ご
飯
を
食
べ
に
行
き
た
い
で
す
♪

こ
ど
も
の
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
を
迎
え
ま
し

た
。
人
類
と
森
に
つ
い
て
の
関
係
性
や
「
森
」

が
現
代
の
人
に
も
た
ら
す
効
果
、
そ
し
て
卒

業
生
の
傾
向
を
数
々
の
デ
ー
タ
で
示
し
、「
森

の
よ
う
ち
え
ん
」
の
活
動
は
子
ど
も
の
好
奇

心
や
発
想
力
を
豊
か
に
し
、
自
尊
心
も
育
む

こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
事

例
発
表
で
は
、
ご
紹
介
し
た
園
の
園
長
先
生

方
が
「
こ
ど
も
の
森
づ
く
り
」
に
つ
い
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
も
つ
素
晴
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
キ
レ
イ
な
空
気
を
作
る
清
ら
か
な
森
が
相

乗
効
果
で
明
る
い
地
球
、
明
る
い
未
来
を

創
っ
て
い
く
と
感
じ
、「
森
に
携
わ
ら
せ
て

も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
っ
た
１

日
と
な
り
ま
し
た
。
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山火事や森林気象害のリスクには、森林保険で備えることができます！

保険金のお支払いの対象となる８種類の災害

お支払い事例（平成３１年　　　　）

ヒノキ・４４年生（大阪府　公有林）

　実損面積／契約面積　０．４５ｈａ／０．８５ｈａ

　支払保険金　１，４０９，９４０円

（参考）ｈａ当たり保険料　７，９８９円／年

風害

加入できる森林は？

人工林を対象としています。

誰でも申し込める？

個人、 法人を問わず
どなたでもお申し込み
いただけます！

相談 ・申込先は？

最寄りの森林組合、
森林組合連合会に

お気軽にご相談ください。

詳しくはホームページをご覧ください▶

森林保険についてもっと知りたい！
という方はこちら！

台風、山火事などの災害による
森林の損害への大切な備え
台風、山火事などの災害による
森林の損害への大切な備え




